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１．研究計画の概要 

  本研究では、（１）民衆にとって天皇・ 

 朝廷とはどのような存在であったか、（２）
民衆は天皇の権威をいかなる形で利用す
ることによって、地域社会の秩序を構築し
たか、という二つの課題について、中世・
近世を通じて天皇家との結びつきが強か
った丹波国山国地域をフィールドにとり、
由緒書、官途成り、公事、名主役、山国隊
という五つのテーマに分けて検討した上
で、その成果を総合し、一定の結論を導き
出す。 

 

２．研究の進捗状況 

本研究の柱としては、（１）現地調査に
よる史料の収集、（２）収集した史料のデ
ータベース化と読解、（３）これらの史料
にもとづく考察、という三つの作業があげ
られる。各々の進捗状況は、以下のとおり
である。 

（１） 現地調査による史料の収集 

  現在までのところ、山国神社文書、鳥居 

  家文書、辻家文書の調査と写真撮影はほ 

 ぼ終了している。だが、高室家文書、護
国神社文書については、なお若干の補充
調査と写真撮影の作業が残されている。
また、新出の広瀬家文書については、事
情があって原文書を中央大学に送付し、
作業を進めることにしたが、写真撮影だ
けでなく、調査も半分程度残されている。 

（２） 収集史料のデータベース化と読解 

  収集した史料のうち、山国神社文書、鳥 

  居家文書、辻家文書については、データ 

ベース化の作業もほぼ完了し、研究の遂 

行に必要な文書の読解作業も順調に進 

んでいる。高室家文書、護国神社文書に 

関しても、逐次、データベース化の作業 

と読解の作業を行っている。 

（３） 史料にもとづく考察 

  本研究で収集した史料と、すでに活字化 

されている史料とを用いて、研究テーマ 

に関する考察を深める。具体的には、① 

由緒書、②官途成り、③公事、④名主役、 

⑤山国隊の５チームに分かれ、各々の担 

当テーマについて、責任者を中心に検討 

を加えた上で、全メンバーによる研究会 

も逐次開催することにより、総合的な考 

察を深めている。その研究成果に関して 

は、研究代表者の坂田（中世・近世前期 

担当）と研究協力者の吉岡（近世後期・ 

近代担当）の共著『民衆と天皇』（高志 

書院刊）として公表する予定であり、他 

のメンバーの協力も仰ぎながら、現在、 

執筆を開始している。 

 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

（理由）現地調査に思いのほか時間をとられ 

ているものの、調査済み史料のデータ 

ベース化や読解の作業は、おおむね順 

調に進み、これらの史料を用いたテー 

マごとの考察も、期待される成果をあ 

げている。 
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４．今後の研究の推進方策 
 史料の補充調査を必要な範囲で行った上
で、調査済み史料のデータベース化と読解の
作業を、アルバイト等も用いて、今まで以上
にスピードアップして進める。そして、各テ
ーマに関する研究と、それにもとづく総合的
な考察を、さらに深めていく。 
 最終的には、これらの研究成果をもとにし
た坂田・吉岡の共著『民衆と天皇』を、でき
るだけ早く刊行したい。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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